
令和８年度地域脱炭素中国地方版マッチングイベント 

参加申込書【記入例】 

本申込書は、「令和８年度地域脱炭素中国地方版マッチングイベント」への参加申込み及び、企業とのマッチングに

向けた地域課題・ニーズを把握するためのものです。 

各設問について、該当する項目に☒を付け、記述欄は差し支えない範囲でご記入ください。申込みにあたり不明な点

や、課題・ニーズの整理についてご相談がある場合は、事務局とのオンライン相談（30分程度）も可能です。お気軽に

運営事務局までお問い合わせください。 

ご回答いただいた内容のうち、「２．連携により解決したい脱炭素の課題」から「５．企業に聞いてみたいこと」ま

での内容は、参加企業が提案を検討するための資料として、環境省ウェブサイト等で公表するとともに、事務局におい

て内容を整理した上で、イベント当日の資料として参加者に配付する予定です。 

なお、公表・配付する内容については、事前ヒアリング等を踏まえて調整します。公表を希望されない事項がある場

合は、「９．公表に関するご意向・その他連絡事項」にご記入ください。 

※ご記入いただいた個人情報は、本業務に係る連絡・運営及び報告書作成の目的にのみ使用し、環境省の定めるとこ

ろにより適切に管理します。 

※応募多数の場合は、課題・ニーズの具体性や検討状況、地域のバランス等を踏まえて参加団体を選定します。選定

結果は 10 月中旬を目途にご連絡します。 

１．申込者情報 

団体名 ○○市 

所属・役職 環境政策課 主任 

氏名 環境 太郎 

電話番号 000-000-0000 

メールアドレス xxx@xxx.co.jp 

当日の参加予定人数 
※1 団体につき、ブースへの参加は 

3 名までとします。 
2 名 

２．企業等との連携により解決したい脱炭素の課題 

貴団体が現在抱えている課題のうち、企業等との連携により解決・具体化したいものをお選びください。

（複数選択可） 

☒ 公共施設への再生可能エネルギーの導入 

☒ 公共施設の省エネ改修・ZEB 化 

☐ 未利用地・遊休地の活用 

☒ 蓄電池・エネルギーマネジメントの導入 

☐ 電動車・充電インフラの導入 

☐ 廃棄物・資源循環（バイオマス、熱利用等） 

☐ 地域新電力・電力調達の見直し 

☐ 住宅・民間建築物の省エネ・脱炭素化（普及啓発を含む） 

☐ 森林・農地の活用（営農型太陽光、木質バイオマス等） 

☐ 脱炭素に関する計画の策定・改定、排出量の算定 

☐ その他（          ） 

  



３．関連する地域課題 

脱炭素の取組を地域課題の解決とあわせて考えることで、地域の実情に応じた具体的な取組につなげやすく

なります。「２．企業等との連携により解決したい脱炭素の課題」に関連する、地域や行政運営上の課題を

お選びください。（複数選択可） 

☒ 公共施設の老朽化・更新時期の到来 

☒ 公共施設等の光熱費高騰による財政負担 

☒ 防災拠点の電源確保・災害時の停電対策 

☐ 地域交通の維持・移動手段の確保 

☐ 農林業の担い手不足・耕作放棄地の増加 

☐ 空き家・遊休施設の活用 

☐ 地域経済の活性化・域内での資金循環 

☐ 人口減少に伴う施設の統廃合 

☐ その他（          ） 

４．地域課題の具体的な内容 

（１）課題の対象となる施設、地区、事業等をご記入ください。 

・築 30 年以上が経過している市役所本庁舎及び市内の公共施設 

・○○地区の遊休地及び周辺の公共施設 

・市内の公共交通（コミュニティバス）の維持・脱炭素化 

・市有林の活用及び木質バイオマスの利用          など 

（２）課題が生じている背景や経緯をご記入ください。 

施設の老朽化に伴い、今後、空調設備等の更新が必要となっています。 

また、近年の電気料金の上昇により、公共施設の光熱費が増加しており、設備更新にあわせた省エネ化を

検討する必要があります。 

（３）これまでに検討・実施した内容や、現在の検討状況をご記入ください。 

庁内で設備更新の必要性について検討を始めていますが、具体的な省エネ設備や太陽光発電・蓄電池の導

入方法、導入効果等については十分な検討ができていません。 

今後の改修計画に反映できる取組を検討したいと考えています。 

  



５．企業等に相談・確認したいこと 

課題の解決に向けて、企業等から提案を受けたいこと、確認したいことをご記入ください。 

「どのような方法があるか分からない」「費用や効果を比較したい」「実現可能か判断できない」など、現

時点でお困りのことをそのままご記入いただいて構いません。 

・設備更新にあわせて、どのような省エネ対策を行うことが効果的か知りたい。 

・太陽光発電や蓄電池を導入した場合の費用や効果、導入方法を知りたい。 

・限られた予算の中で、優先的に実施すべき取組について提案を受けたい。     など 

６．検討を進める上での課題・制約 

現在、取組の検討や実施を進める上で課題となっていることをお選びください。（複数選択可） 

☒ 予算の確保が難しい 

☒ 担当する人員・専門知識が不足している 

☒ 庁内の合意形成が進んでいない 

☐ 議会・住民への説明が必要である 

☐ 適地・用地の確保が難しい 

☐ 系統接続の見通しが立っていない 

☐ 条例・公共調達等の手続に課題がある 

☐ 特に課題・制約はない 

☐ その他（          ） 

７．現在の検討段階 

現在の検討状況に最も近いものをお選びください。（１つ選択） 

☐ 構想段階（どのような取組や解決方法があるか知りたい） 

☒ 調査・検討段階（実現可能性や効果、条件などを確認したい） 

☐ 事業化検討段階（具体的な事業手法や費用、実施条件などを検討したい） 

８．これまでの取組や活用した補助支援制度等 

課題に関連して、これまでに実施した取組や、活用した補助金・支援制度等があればご記入ください。 

公共施設の照明 LED 化を順次実施しています。また、一部施設では太陽光発電設備を導入しています。 

今回対象としている施設については、具体的な省エネ改修等の調査はまだ実施していません。 

 

※これまでに取組がない場合は「特になし」とご記入いただいて構いません。 

  



９．公表に関するご意向・その他連絡事項 

ご回答いただいた内容のうち、公表資料への掲載を希望されない事項がある場合は、具体的にご記入くださ

い。公表内容については、事前ヒアリングの際にも改めて確認します。 

その他、事務局への連絡事項がある場合もこちらにご記入ください。 

・現時点では特にありません。 

・具体的な施設名については、公表前に確認をお願いします。   など 

10．事前ヒアリングについて 

お申込みいただいた団体には、地域課題やニーズを整理し、参加企業が具体的な提案を検討できる内容とす

るため、事務局による事前ヒアリング（オンライン・30 分程度）へのご協力をお願いしています。 

実施時期：10 月上旬～10 月中旬（予定） 

 

第一希望から第三希望まで、希望する日時をご記入ください。 

第１希望 10 月 1 日（木）10:00～12:00 

第２希望 10 月 5 日（月）14:00～16:00 

第３希望 10 月 6 日（火）終日 

 

 

【お問い合わせ・提出先】 

令和８年度地域脱炭素中国地方版マッチングイベント 運営事務局 

備前グリーンエネルギー株式会社 担当：金光 

TEL：0869-63-3600 E-mail：bge@bizen-greenenergy.co.jp 

※提出期限：令和 8 年 10月 9 日（金） 

※本申込書は、上記メールアドレスまでご提出ください。 

mailto:bge@bizen-greenenergy.co.jp

